
積水化学WEB水道展
『配水・給水 全て⻘ポリ管で⼀体化したら、

めちゃくちゃ良かった件︕』

第1回 2021年12月1日(水) 13:30〜
第2回 2021年12月2日(木) 13:30〜
第3回 2021年12月3日(⾦) 13:30〜

〜開始までしばらくお待ちください〜

積水化学工業株式会社
環境・ライフラインカンパニー
管材事業部
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積水化学の配水・給水用PE管 エスロハイパー 紹介ビデオ

2021年12月1日より「WEB水道展」HPにて公開!・施工動画もﾘﾆｭｰｱﾙ



〜ガス配管は30年以上前からALLポリエチレン一体化 !〜

ポリエチレン管で
耐震・耐食化進む
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4図は東日本大震災水道施設被害状況調査報告書（厚生労働省健康局水道課）より拝借

本日の話題︓水道配水管と給水管、100年後⼤丈夫︖︖
① 現在の配水管と給水装置

⇒配水管の更新(⽼朽化/耐震化)に合わせて、給水管も同時に更新しています

② ⻘ポリ・DIP GX形への更新なら
⇒耐震化・100年寿命で安心

③ アセットマネジメントでは
100年は更新いらずでシミュレーション

④ サドル分水栓などは耐震化︖
⇒⼤地震で破損の恐れは︖

⑤ サドル分水栓などの寿命は︖
⇒ 砲⾦＆普通塗装は60年︖︖

GX形DIP
ＰＥ青ポリ

⑥ 本管は100年以上更新がいらないのにサドル等は地震が無くても腐植し漏水。
⇒ 多数のサドル部が漏水のたびに掘削して補修が必要 ⇒ その費⽤は︖︖︖
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GX形なら100年間の⻑寿命

⻘ポリなら100年以上の⻑寿命

本日の話題︓水道配水管と給水装置、100年後⼤丈夫︖
数⼗年後…漏水の発⽣の度に掘削してサドルや給水継⼿を更新 ⇒ 事業体負担

本管も、サドルも、給水管も、オール⻘ポリによる融着⼀体化をおススメします

砲⾦・普通塗装の鋳鉄の鞍・継⼿は、100年もたない…
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本日の話題︓水道配水管と給水管、100年後⼤丈夫︖︖
100年以上持つはずの⻘ポリの管路が、60年後︖︖…

錆びて漏水!!!

孫の世代に腐⾷による漏水を補修
本管は⼤丈夫なのに…

いま、毎年更新⼯事で、⼊れ
替えている数百、数千の鋳鉄
サドルが寿命を迎え、孫世代
にまたまた公費で補修⼯事?

写真は熊本地震給水装置被害状況調査報告書（公益財団法人 給水工事技術振興財団）より拝借

昔のこの製品と材質は⼀緒…



これからの水道事業と
管路のアセットマネジメント
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① 人口の減少
⇒ 給水人口減少を前提とした、

「コスト縮減」の取組
② 東日本⼤震災の経験
・耐震管の有効性証明。
⇒ 「耐震管材」の積極的な採用

・給水管からの漏水も問題視。
⇒ 「給水システム全体」の耐震化

③ 50年後100年後の将来を⾒据える
⇒ アセットマネージメントの視点で

⻑寿命性を重視

新水道ビジョンでの、管路の耐震化に関する「ポイント」

② 新水道ビジョン（H25年3⽉）〜厚労省資料
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② 新水道ビジョン（H25年3⽉）〜厚労省資料

日本の水道の普及率 97.9% （2015年度）→ 今後、施設更新が本格化

法定耐用年数を超え、
更新時期を迎える

管路の更新率は 0.75% /年 → 全ての管路更新に130年以上を要する！

【課題】 経済性に優れ、長寿命な材料での管路更新
9
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② 新水道ビジョン（H25年3⽉）〜厚労省資料

日本の水道の普及率 97.9% （2015年度）→ 今後、施設更新が本格化

管路の更新率は 0.75% /年 → 全ての管路更新に130年以上を要する！

現在更新が必要な配水管

【コスト縮減】 今後益々コストのかかる配水管とともに
給水管までまとめて低コスト化かつ耐震化・長寿命化！

特に配水施設に投資
↓

給水装置も相当数投資されている



SEKISUI CHEMICAL Group 11

名称 小規模水道（簡易水道） 市街地水道（都市部）

規模 給水人口 5000人以下 人口20万人以上

配水管中心口径 100,150 消火栓設置のため 50～100

配管形態 樹脂状 管網

給水箇所数 / 1 km 4 箇所※1 75箇所※2

※１ 福島県某市簡易水道配水管布設工事
※２ 浜松市蒲町地内老朽管更新工事

■⼩規模集落と市街地とでは給水管のウェイトが違います

１．給水管路の材料費⽐率は市街地で非常に⼤きい

（補⾜）給水管の管路における割合

SEKISUI CHEMICAL Group 12

2．給水管路の材料費⽐率は市街地で非常に⼤きい

（補⾜）給水管の管路における割合



今後の更新コストを抑え、持続可能な水道事業を︕

【今後の更新費】 ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄにより更新費は平準化
⇒費用増分のほとんどは配水+給水管路の整備費！
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1970〜80年代
の予算額程度で
「更新」をしていく
必要あり
そのほとんどが、
「管路」の予算

1990年代程度
の予算額が必要 !
(事業体の実情を加味
して必要予算の先送り
をしている)

管路整備費の
底上げ必要

管路整備費の
増額が必要

全国水道関係担当者会議 資料編 20219.3 厚⽣労働省資料より

今後の更新コストを抑え、持続可能な水道事業を︕

【見直し】 ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄによる更新費を更に平準化
⇒配水+給水管路の長寿命化⇒料金値上対策に！
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全国水道関係担当者会議 資料編 2020.3 厚⽣労働省資料より

事業体の負担
を強いるものの
問題の先送りを
しない試算に
差し替えられた

昨年度の試算
の2度目ピーク
をならし、
より平準化

ほとんどが配水管路更新費
予算の平準化
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静岡県某市 法定耐⽤年数 15.7億円/年

実耐⽤年数
6.4億円/年

予算の平準化（前倒し予算化が必須）
×先送りはできない

平均化ではダメ！

今後の更新コストを抑え、持続可能な水道事業を︕
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⽼朽化配水管が10年後あたりより急増
⇒ 更新費の平準化が必要
⇒ 2016年 アセットマネジメント導入
⇒ 2017年 経営健全化計画改定

⻑野県伊那市
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給水人口の減少 ➡ 料⾦収入減少

低い
有収率

県内
19市中18位要更新だったが実施していない

今すぐ老朽対策としては必要ない

老朽化対策が
急増し、対処不能に！ 将来の更新費を前倒し、平準化していく

管路予算を増大・平準化させて将来の財政破綻を防ぐ！21:47

⻑野県伊那市

③今後の更新コストを抑え、持続可能な水道事業を
︕
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水⼾市の最新策定事例 老朽化施設のほとんどが配水支管

茨城県水⼾市
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水⼾市の最新策定事例

配水管の予算は
２０年度の５億円

３４年の約２０億へ
(約４倍に︕)

⼤量に更新していく
「配水管」の更新費用
には給水装置の更新
も含みます︕

茨城県水⼾市

PE管φ150ま
で本採用

燕弥彦総合事務組合様における管路更新
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特に配水施設に投資
↓

給水装置も相当数投資されている
実耐用年数ベースで
困っている

新潟県燕市・弥彦村



燕弥彦総合事務組合様における管路更新
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給水装置も相当数投資されている
↓

予算が付く時期に早急な対応が効果的

新潟県燕市・弥彦村

埼玉県秩父広域も
同様に給水採用
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平準化取組の例 → 静岡県焼津市における管路更新
静岡県焼津市



今後の更新コストを抑え、持続可能な水道事業を︕
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全国水道関係担当者会議 2020.3 厚⽣労働省資料より

(中 略)

Update !

② 新水道ビジョン（H25年3⽉）〜厚労省資料
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水道用耐震ポリエチレン管
「⻘ポリ」の概要

■水道配水用ポリエチレン管 JWWA /PTC
■給水用ポリエチレン管 PWA
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現在 日水協規格として、φ50〜φ150 まで制定 されています
★ 配水用ポリエチレンパイプシステム協会としては、φ50〜φ300 までを規格化。

全国の水道事業体代表(札幌、仙台、東京、名古屋、⼤阪、神⼾、
広島、福岡)、学識経験者、水道用ポリエチレンパイプシステム研究会、
配水用ポリエチレン管協会 が参加し、協議を⾏った。

(※参加メーカー: 積水化学、クボタ、日本鋼管、栗本鐵工)

水道配水用ポリエチレン管・継手の配水システム構成要素としての
適合性の調査研究や規格制定の審議を重ね、
その結果、平成９年12⽉２日開催の第129回工務常設委員会
への最終報告を以って、すべての審議が終了。

平成９年の制定時、呼び径の範囲は75,100,150の３サイズ

平成１８年１１⽉の改正では呼び径50が追加

現在は 50,75,100,150 の４サイズが規格化されています

※ 給水管としての統⼀規格は現在まで⾏われておりません

↑現在の当研究会

④ポリエチレン管の規格・変遷
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ポリエチレン給水管の⿊歴史と、著しい性能の向上
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基本は⾦属継手

水道以外
水道以外

水道用 水道用
基本は融着一体化

SUS以外は 100年もたない

給水管（φ50以下）
PWA 規格品など

東日本⼤震災
耐震強化形継手
100年もたない

④ポリエチレン管の規格・変遷

水道用途で
ほとんど使われていない

（⾦属継手で施工性難など）

1999年~JIS規格改定により
⻑寿命性を考慮した配合が

必要となる

第一世代
HDPE

第三世代
HPPE

⿊ポリ
（単層管）

ガスポリ
（低圧導管）

⿊ポリ
（単層管）

⻘ポリ

PE32 PE80 PE63 PE100
引張降伏強さ × ○ ◎ ◎
剛　　　　性 × ○ ◎ ◎
耐衝撃性 ◎ ○ △ ○

クリープ特性 × ○ × ◎
耐環境応⼒き裂性 × ○ × ◎

△ ○ ○ ○
△ △ △〜○ △ ○
× ○ × ◎

呼 称
⿊ポリ

（二層管）
PE5050年クリープ強度による分類 ※

　　　　　　　　材質の種類

　　　項　目

高圧法 中低圧法

低密度
LDPE

直鎖状
低密度
L-LDPE

中密度
MDPE

高密度

物
性

短
期

×
×
◎

⻑
期

○
◎

耐薬品性 △

上下水道管としての総合評価 ○
耐　水　圧

（参考）ポリエチレン管の特性
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※ISO 9080

④ポリエチレン管の規格・変遷



⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴

一体化

軽量

柔軟

⽼朽鋳鉄管（100A）

100年
耐久

環境基準を超える心配のある
汚染土壌の場合にも対応

溶剤
ガード

配水用ポリエチレン管

29
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インジケーター

ターミナルピン

電熱線

融着・一体化

⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴

当日説明せず
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インジケーター
ターミナルピン

電熱線

⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴

融着・一体化

当日説明せず

約1/5
～1/8

鋳鉄管に⽐べ格段に軽量です。
① 掘削作業と同時に地上で接続(陸付け)
② ⼩⼝径は現場での運搬に重機不要
③ 軽いため、事故による負傷の可能性軽減

約1/3
～1/5

約1/3

約
1/2

軽量

⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴
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当日説明せず



⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴
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呼び径75 呼び径100 呼び径150

掘削と配管の並行作業

生曲げ施工

当日説明せず

⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴
映像

10tのバックホーに踏
まれても大丈夫！

突撃！カネオくん
でOAされました！



⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴
映像

しなやかに管自体が
伸縮します

ＰＥ管の吊りあげ

⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴
映像

樹脂のイメージと違い
簡単には壊れません

落錘衝撃試験
■PE管
■DIP管

当日説明省略



⑤ 高性能ポリエチレン管「⻘ポリ」の特徴
映像

樹脂のイメージと違い
簡単には壊れません

落錘衝撃試験
■PE管
■DIP管

・外観上は全く問題ない
・PEのような扁平も⾒られない

クラック

① DIPは落錘の衝撃で内面塗装部に
ヒビが入ります

② ヒビの部分から赤さびが発生し、
漏水や水質低下の原因になる場合も。

当日説明省略

水道用耐震ポリエチレン管
第三世代の「⻘ポリ」について

■「⻘ポリ」の採用状況など
■「⻘ポリ」の耐震性について
■「⻘ポリ」の経済性について
■「⻘ポリ」の100年寿命について
■「⻘ポリ」での給水配水一体化について
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⑥ 高性能ポリエチレン管のご採用状況
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近年 GX形ダクタイル鋳鉄管採用後、配水⽤PE(⻘ポリ)に変更した事業体
都道府県 市町村 給水人口 採⽤サイズ

new 宮城県 仙台市(テスト) 政令市 1,010,418 φ50〜100
静岡県 静岡市 政令市 698,700 φ50〜100
千葉県 柏市 中核市 402,861 φ50

new 埼玉県 越谷松伏(企) 中核市 371,500 φ50〜150
群馬県 前橋市 中核市 344,600 φ50〜150

up 群馬県 高崎市 中核市 366,760 φ50〜150
new 茨城県 水⼾市 中核市 317,100 φ50〜150
new 埼玉県 草加市 特例市 255,000 φ50〜150

埼玉県 春日部市 特例市 255,000 φ50〜150
静岡県 富士市 特例市 245,080 φ50〜100

new 埼玉県 熊谷市 特例市 203,700 φ50〜150
茨城県 日⽴市 182,300 φ50〜150

new 東京都 昭島市 120,800 φ50〜150
new 埼玉県 八潮市 95,000 φ50〜150

近年 NS形ダクタイル鋳鉄管から、配水⽤PE(⻘ポリ)に変更した事業体
都道府県 市町村 給水人口 採⽤サイズ

埼玉県 川越市 中核市 352,000 φ50〜100
群馬県 伊勢崎市 特例市 219,749 φ50〜100
千葉県 ⽊更津市（かずさ広域） 579,230 φ50〜150
埼玉県 坂⼾、鶴ヶ島(企) 198,200 φ50〜100

Update !

給水耐震化
給水耐震化
給水耐震化
給水耐震化 テスト

給水耐震化

給水耐震化

給水耐震化

給水耐震化 テスト

給水耐震化
給水耐震化
給水耐震化
給水耐震化

水道用耐震ポリエチレン管
第三世代の「⻘ポリ」について

■「⻘ポリ」の採用状況など
■「⻘ポリ」の耐震性について
■「⻘ポリ」の経済性について
■「⻘ポリ」の100年寿命について
■「⻘ポリ」での給水配水一体化について
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⑦ 高性能ポリエチレン管の耐震性

ダクタイル鋳鉄管(ゴム輪接合)

水道配水用ＰＥ管（ＥＦ接合・メカニカル接合）

継手構造管路
（DIP K形等）

伸縮性
(±1％）

可とう性
（8°）

鎖構造管路
（DIP NS形等） ←継手の離脱防止機構をプラス

継手構造管路
（DIP K形等）

伸縮性
(±1％）

可とう性
（8°）

鎖構造管路
（DIP NS形等） ←継手の離脱防止機構をプラス

伸縮性

(±3％）

可とう性（30°）

一体構造管路
管路全体の伸縮･可とう性

管体強度以上の
接合部強度

一体構造管路
管路全体の伸縮･可とう性

管体強度以上の
接合部強度

必要十分な耐震性

さらに安心の耐震性

阪神淡路レベル２クラス

剛性のあるパイプと、継手部のスライドで振動を吸収

柔軟性のある材質で、継手を含む管路全体で振動を吸収

※φ100の場合

（3DkN）
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⑦ 高性能ポリエチレン管の耐震性

42



⻑野県北部 神城断層地震 2014年11月23日

地表面が80㎝隆起、30㎝横ずれの現場
水道用配水PE管の被災後埋設状況

上下 ⇨ 約７０cm 変位
左右 ⇨ 約４５cm 変位

も破損、漏水無し

下水道管の被害

掘削前の道路

⑦ 高性能ポリエチレン管の耐震性
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⑦ 高性能ポリエチレン管の耐震性
⻑野県北部 神城断層地震 2014年11月23日

掘上管回収時のＳ字部変形量は
175mm

回収１５日経過後のＳ字部変形量は
35mm

→ 圧縮方向の応⼒が解放されたことによる。
44



⑦ 高性能ポリエチレン管の耐震性

45

±3%

水道用耐震ポリエチレン管
第三世代の「⻘ポリ」について

■「⻘ポリ」の採用状況など
■「⻘ポリ」の耐震性について
■「⻘ポリ」の経済性について
■「⻘ポリ」の100年寿命について
■「⻘ポリ」での給水配水一体化について

46



(POLITEC技術資料より抜粋)

◆⼤幅なコスト縮減が図れます

79%

74%

83%

77%

82%

74%

74%

掘削幅は平成28年度
水道事業実務必携による
最小幅とした

⑧ 高性能ポリエチレン管の経済性

47

48



49

水道用耐震ポリエチレン管
第三世代の「⻘ポリ」について

■「⻘ポリ」の採用状況など
■「⻘ポリ」の耐震性について
■「⻘ポリ」の経済性について
■「⻘ポリ」の100年寿命について
■「⻘ポリ」での給水配水一体化について

50



Politecでは、水道配水用ポリエチレン管
及び継⼿の「⻘ポリの⻑期寿命性」を検
証するために、学識経験者である山形大
学の栗山教授のご指導によるワーキング
グループを設置しました。

約４年に渡って、多岐に亘る実験、
検討の結果、管及び継⼿が100年以上の
⻑期寿命があることを検証しました。

そして2013年 「水道配水用ポリエチレ
ン管路の100年寿命の検証技術報告書」
として冊子になりました。

⑨ 高性能ポリエチレン管の100年寿命

51

⑨ 高性能ポリエチレン管の100年寿命

塩素水

管路に働く荷重

様々な検証を実施。
詳細は報告書を参照

52



１．継⼿部の応⼒集中や傷の応⼒集中などを考慮した実際上の管路の
耐久性を論理的に検証する⽅法を確⽴。

２．現在までの検証結果から、水道配水用ポリエチレン管路が
100年寿命のポテンシャルを⼗分有していることが確認できた。

① 管路に作用する内圧及び外圧に対する１００年以上の耐久性
② 地震動レベル２の地震に対する１００年以上の耐久性
③ 残留塩素（1ppm）に対する１００年以上の耐久性

水道用耐震ポリエチレン管（HPPE）は、極めて高い耐震性を
有し、かつ、内外面の腐食の発生の無い状態で100年以上と
いう⻑寿命性を確保。地震大国日本にきれいな水を送り続け
る新世代の水道用管材といえます︕

3．DICPの100年後…外面腐食,ゴム劣化,内面の錆・塗装剥げ等の可能性

⑨ 高性能ポリエチレン管の100年寿命

53

ポリエチレン管の堀上検証事例(熊本市 19年経過管)

約20年(19年)経時したパイプ

写真2

⑨ 高性能ポリエチレン管の100年寿命

54

当日説明せず



⑨ 高性能ポリエチレン管の100年寿命

【寿命の期待値】100年寿命の検証結果の妥当性を後押しする結果
⇨ 19年間経年した管での「促進試験」でも性能低下が確認されなかった

ポリエチレン管の堀上検証事例(熊本市 19年経過管)

55

200μm

当日説明せず

厚労省 アセットの実施マニュアルにおけるご注意

法定耐⽤年数は、減価償却上の数値で実耐⽤と異なる

⑩ アセットマネージメントの決め手となる配水管材料

56



根拠は横浜市のGX形
＆ｽﾘｰﾌﾞ巻時のものか︖

根拠なし︕

根拠なし︕
根拠なし︕

25年度の検討報告書を参考にするべき

厚労省 アセットの実施マニュアルにおけるご注意

57

⑩ アセットマネージメントの決め手となる配水管材料

58

■アセットマネジメントにおける実耐用年数の設定

令和2年3⽉改定

令和2年3⽉、問題の実耐用年数
の設定例が削除されました

また、「実耐用年数」を入⼒する欄
はデフォルトで「0」となっており、
事業体ごとに設定数値を決める事
になっています。

古い既設管路については、いくつか
の事業体が設定した実耐用年数
例が参考として紹介されました。

⑩ アセットマネージメントの決め手となる配水管材料



59

令和2年3⽉改定

注意書きもきちんと表記されました

⑩ アセットマネージメントの決め手となる配水管材料

60

新設する「耐震管」の3種については第三者評価の耐用年数関連情報として
「耐⽤年数100年」として参考表記されました︕

⑩ アセットマネージメントの決め手となる配水管材料



61

⑩ アセットマネージメントの決め手となる配水管材料

※ こちらの試験によりISO 9080とISO 12162に基づく寿命としては、
200年を超える予測結果も得られており、非常に⻑期間の寿命が
期待できる樹脂材料であるといえる。

当日説明せず

水道用耐震ポリエチレン管
その他 ポリエチレン管の使われている例

62



【参考】東京都水道局様でのご採用事例

東京都施工事例 ①東村山浄水場

63

64

① 水管橋の⽼朽化対策 → PEの比重が水より⼩さいためタウンサイジングとセットで
② 軌道下の横断部 → 電食の心配がなく今後の更新時期を⼤幅に延⻑
③ その他、道路横断部などで布設替えが困難な場所を中心に、全国でご採用

パイプインパイプ工法



65

パイプインパイプ工法

66

ポリエチレン内挿管（新管）の外径

既設管（⽼朽管）の内径 例

※1
ライニング有の寸法

※2
バット融着+ビードカット時の
寸法

高級鋳鉄管(普通圧) 高級鋳鉄管(低圧) ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 D1※1 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 D3※1 石綿管 水輸送用塗覆鋼管

φ75 75 75 77.2 80.2 80.7
φ100 100 100 102.2 105.2 100 105.3
φ125 145 145 - - 125 130.8
φ150 150 151 153.2 156.2 150 155.2
φ200 220 221.2 204.2 207.2 200 204.7
φ250 269.4 271.4 255.8 258.8 250 254.2
φ300 322 324.4 307 310 300 304.7
φ350 372 374.8 358.2 361.2 343.6
φ400 400 403.6 407.4 410.4 394.4
φ450 450 453.8 457.6 461.6 445.2

※φ300までSTW290 上はSTW400

呼び径 規格 外径　※2
PWA01 60

JWWA K144 63
φ65 PWA01 76

PWA01 89
JWWA K144 90

PWA01 114
JWWA K144 125

φ125 PWA01 140

φ100

φ50

φ75

呼び径 規格 外径　※2
PWA01 165

JWWA K144 180
PWA01 216
PTC K03 250

φ250 PTC K03 315
φ300 PTC K03 355
φ350 ISO標準 400
φ400 ISO標準 450

φ150

φ200

パイプインパイプ工法



福島第⼀原発では、SUS配管よりも「信頼性が向上する」管
としてPE管が採⽤されています

67

ポリエチレン管補修時、スクイズオフ⼯法を⽤いることが可能
◆ 給水管は、既存管⽤の圧着装置を使⽤する。
◆ 配水管は、完全⽌水できない場合もある事に留意する。
◆ 配水管の圧着はφ100迄を目安として適⽤する。※その他口径は要相談

配水管

給水管

■エスロン JW カタログ Ｐ67 参照

※圧着工法と呼ばれる場合もあります

ポリエチレン管の補修
（スクイズオフ工法）

68



給水用耐震ポリエチレン管

■給水管の被災状況と耐震化について

69

（ガス管における分岐部耐震化 先⾏事例紹介）
■給水管 耐震化の方向性
■⻘ポリ管による給水配水管の耐震化・⻑寿命化

建築設備用ポリエチレンパイプシステム研究会

給水装置の耐震化
（給水管・サドル付分水栓）

配水管の耐震化

⑪ 給水管の被災状況と耐震化について

70



ピーク時32万⼾断水
も約2週間で1000⼾
まで減少

基幹管路耐震適合率
74%
→全国平均の倍以上

耐震化が進んでいた
ため、復旧が早かった
のではないか

市⺠感覚からほど遠い

「給水管」網が⼤きく
破損している可能性

完全復旧の⾒通しは
たっていない

読売新聞 全国版
2016年4月22日

都市ガス(⻄部ガス)
は10.5万⼾の供給
をストップ

元栓の開閉
→人海戦術

5月上旬には
完全復旧の⾒通し

4月27日 毎日新聞

想定よりガス管の損
傷が少なかったため
4月30日完全復旧

※人海戦術
→ガス漏れ検査のため

71
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～新水道ビジョン ・ 管路の耐震化に関する検討報告書 H26.6～

PEガス管は供給管(サドル・分岐)含め震災被災なし︕
⇩

今後は、給水管も含めた耐震化を進めるのが理想的

⑪ 給水管の被災状況と耐震化について
ガス管における 「分岐部耐震化」 の先⾏事例紹介

73

（参考）ガス管の震災状況

ガス用PE管路の供給管では阪神大震災以降被害無し
「液状化対策にも有効」と報告されている

EFサドル

供給管
↓

水道で言えば
給水管

⑪ 給水管の被災状況と耐震化について
ガス管における 「分岐部耐震化」 の先⾏事例紹介

74



ガス管における 「分岐部耐震化」 の先⾏事例紹介

⑪ 給水管の被災状況と耐震化について

（参考）ガス事業での管路耐震化計画(GasVision2030)

日本ガス協会資料

75

⑪ 給水管の被災状況と耐震化について
ガス管における 「分岐部耐震化」 の先⾏事例紹介

76

導管についてはあと10年継続して一律耐震化
内管(メーターから先)についても重要施設につい
ては2030年度を目処に改善を進める



【まとめ】

PE一体管路の耐震性と耐液状化はガス管で⽴証済み

（参考）ガス管の震災状況

⑪ 給水管の被災状況と耐震化について
ガス管における 「分岐部耐震化」 の先⾏事例紹介

77

給水用耐震ポリエチレン管

■給水管の被災状況と耐震化について

78

(ガス管における分岐部耐震化 先⾏事例紹介）
■給水管 耐震化の方向性
■⻘ポリ管による給水配水管の耐震化・⻑寿命化



１００年寿命が検証された材質による「給水・配水管路の一体化」

＊ ⽐類無き「⻑寿命性」が得られます︕
＊ 抜群の「耐震性」を持ちます︕
＊ 「漏水ゼロ」で有収率の⼤幅な向上へ…︕

①配水管

③サドル分水栓

②給水管

ガス管での実績が性能を証明!

⑫ 給水管 耐震化の方向性

79

80

従来形のサドル分水栓は分岐部が「ネジ構造」であり、地震動に
対して構造的に弱く破損や抜けが発生し易い。また腐食も心配。

※本管がPEの場合ズレは少ない

⑫ 給水管 耐震化の方向性



東日本⼤震災 給水装置被害状況調査 報告書 H28.9
熊本地震 給水装置被害状況調査 報告書 H30.7

公益財団法人 給水⼯事技術振興財団

81

■サドル分岐部 (東日本震災)

(1)ボルトをはじめとする本体部の破損が40%
(2)給水管接続部の被害が55%
双方に事故が発⽣。

■材料劣化は⾦属部の腐食が多くを占め、 (東日本震災)

サドル分水栓本体の損壊は、この部分に応⼒と歪みが
集中し、被害につながったと考えられる。

■接合部の被害は管路の可撓性不⾜が原因であると考え
られる一方、柔軟性のある⿊ポリ⼆層管にも被害が発⽣
しており、詳細な分析が必要。 (熊本地震)

⑫ 給水管 耐震化の方向性

東日本⼤震災 給水装置被害状況調査 報告書 H28.9

【主要な給水装置に求められる性能】
(東日本震災)

• 材料劣化対策として、ボルトをはじめ本体腐食対策が重要
• サドル分水栓を新たに使用する際には、 (東日本震災・熊本地震)

耐久性の高い構造・材質を選択する事が重要。
• 地震対策としては、

地震動に追従出来る柔軟な管材の採用、 (東日本震災・熊本地震)

給水管接合部の可撓性の向上、 (東日本震災・熊本地震)

配水管とサドル付分水栓の接合部のずれ防止策、 (熊本地震)
などの対策が必要。

• 給水管の耐震性評価の確⽴が重要。

熊本地震 給水装置被害状況調査 報告書 H30.8

82

⑫ 給水管 耐震化の方向性



〜水道の耐震化計画など策定指針 H27.６.23 〜

⇨ 給水装置の耐震化に向けて
突っ込んだ内容に改定!

注目︕

83

⑫ 給水管 耐震化の方向性

〜水道の耐震化計画など策定指針 H27.６.23 〜

H20年の策定指針には記載のなかった
「耐震性の高いものへの更新」が明文化されている
→ 給水装置も耐震化への取組が必要

＜指針の解説部＞

注目︕

注目︕

84

⑫ 給水管 耐震化の方向性



給水用耐震ポリエチレン管

■給水管の被災状況と耐震化について

85

(ガス管における分岐部耐震化 先⾏事例紹介）
■給水管 耐震化の方向性
■⻘ポリ管による給水配水管の耐震化・⻑寿命化

給水用ポリエチレン管の破壊水圧比較

給水⼆層管は、特に高温時の破壊水圧が弱い

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

86



⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

87

映像

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

88

給水用ポリエチレン管「応⼒ひずみ線図」の比較
（ ⻘ポリ給水管(AWφ20) および 1種二層管φ20 ）

Φ75配ポリ管の場合

給水⼆層管は、⻘ポリ給水管に比べて降伏時の応⼒が低く、約半分



89

1999年~JIS規格改定により
⻑寿命性を考慮した配合が

必要となる

基本は⾦属継手

水道以外
水道以外

水道用

水道用途で
ほとんど使われていない

（⾦属継手で施工性難など）

水道用
基本は融着一体化

SUS以外は 100年もたない

給水管（φ50以下）
PWA 規格品など

東日本⼤震災
耐震強化形継手
100年もたない

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
先ほどの
給水管一覧より

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

90

■ 給水管の時系列（積水化学の取組）

進化

亀裂破壊
内面剥離

性能改善

継手

EF継手（当社）

1996年頃

進化

樹脂改善
1995年

継手

EF継手

撤退

次世代給水管 PWA に一本化
（ただし積水化学北海道では継続生産）

2006年

建築
分野
拡販

EFプラグ付サドル発売
水道配水・給水一体化

ＥＦ接続に最適化した肉厚設計！
※配ポリ同様、SDR11を基本にφ25以下は融着性能対応肉厚

パイプ

普及している1種二層管
ユーザーにもPR展開⇒17事業体採用中

同じJIS寸法外径



サドルの融着一体化で、給水配水管路の一体化

塩ビ(HIVP)や2層管とコスト同等以下
(鋳鉄製サドルとの組合せ⽐較 : 設計価格ベース)

※ ⿊ポリ(二層管)ともEF接続が可能
→ ただし⻘ポリは二層管から⼤幅進化した管材です

※PE２層管とのEF接続も可能

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

92

■ 給水管の時系列（積水化学の取組）

進化

亀裂破壊
内面剥離

性能改善

継手

EF継手化

1996年頃

進化

樹脂改善
1995年

継手

EF継手

撤退

次世代給水管 PWA に一本化
（ただし積水化学北海道では継続生産）

2006年

建築
分野
拡販

EFプラグ付サドル発売
水道配水・給水一体化

EF接続に最適化
した肉厚設計！

パイプ

普及している1種二層管
ユーザーにもPR展開⇒17事業体採用中

金属
継手
との

互換性
を

検討

新旧見分けが
困難（維持管理難）

試作

＜問題点＞
■非耐震⾦属継手が使える
■樹脂ﾎﾞﾘｭｰﾑが増える

・配水ポリより耐圧性能が上
⇒ムダ
・実売の安価供給が困難
・⽣曲げが更に困難（ｺｲﾙ）
⇒ 特に冬場

⾦属継手専用管なら〇



⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

93

現在全国で、メーター迄の給水管の
主流である、JIS外径寸法の、

1種⼆層管 と上位互換

■融着で一体化が可能
■耐震形メカ継手もOK

※⼆層管用継手+専用コア

国内⾦属継手メーカー3社で対応済(令和元年)

緊急時は「融着」も出来、
「耐震強化形」のﾒｶ継手で
融着機無しでも接続可能

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

94

ポリエチレン管の⽣曲げ
呼び径　φ 20 25 30 40 50
外径　R 27 34 42 48 60

種別 材質
⻘ポリ AW 高性能高密度ポリエチレン管 Ｒ=外径の75倍 2,025 2,550 3,150 3,600 4,500 EF継手使用の直線部

　　　　　　　　　　(巻物の場合) Ｒ=外径の30倍 810 1,020 1,260 1,440 1,800 継手なしの直線部
⿊ポリ ⼆層管 低密度ポリエチレン管(巻物) Ｒ=外径の20倍 540 680 840 960 1,200 1種(軟質)JISK6762

外径　R 25.1 32.1 40.1 50.1 63.1
スーパーメタックス 架橋ポリエチレン+アルミ補強 Ｒ=外径の4倍 100 128 - - - 専用ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾍﾞﾝﾀﾞｰ使用

⻘ポリ AW 近似内径　d 19.6 26.6 33.6 38.5 48.2
⿊ポリ ⼆層管 近似内径　d 19 24 30.8 35 44
スーパーメタックス 近似内径　d 19.6 26.1 33.1 42.1 53.1

最少曲げ半径

⻘ポリ給水管(AW)は、巻物では⿊ポリ(2層管)に近い⽣曲げ外径を持ちます。
また、⻘ポリの方が強度が強く、同じ口径比較で、内径は⻘ポリの方が⼤きく薄⾁です。

単位:mm

25倍に改訂

２０２０年 φ20・φ25発売開始



⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
映像

95

玉村町様
給水青ポリテスト現場

96

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

1種⼆層管からの更新給水管は「⾒分けがハッキリ」している
「⻘ポリ給水管」がベスト︕︕︕



⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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■ 給水管の時系列（積水化学の取組）

進化

亀裂破壊
内面剥離

性能改善

継手

EF継手化

1996年頃

進化

樹脂改善
1995年

継手

EF継手

撤退

次世代給水管 PWA に一本化
（ただし積水化学北海道では継続生産）

2006年

建築
分野
拡販

EFプラグ付サドル発売
水道配水・給水一体化

EF接続に最適化
した肉厚設計！

パイプ

普及している1種二層管
ユーザーにもPR展開⇒17事業体採用中

JIS
規格化

＜問題点＞
■1種⼆層管と⾒分けにくい

⇒ 掘り起こし時は特に困難
■1種⼆層管と「外径」が異なり

互換性が悪い
・EFによる新旧対応が困難
・メカ継手は1社品対応
・メカ継手も変換品揃不⼗分

■EF継手の品揃え不⼗分
■採用実績が圧倒的に少ない

2012年
ISO寸法外径

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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■ 給水管の時系列（積水化学の取組）

進化 進化

実績
豊富

＜建築分野＞
公共住宅建設工事共通仕様書 H25年度版
公共住宅建設工事積算基準 H25年度版
保全工事共通仕様書(UR都市機構)
東京都財務局 建築技術革新支援事業

H30.3選定(→東京都の基準に反映へ)
＜水道分野＞
PE100 JIS外径 ⻘ポリ融着 本採用︓52事業体

テスト採用︓72事業体
合 計︓124事業体

2021年10⽉末

JIS規格化
を進めます
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■給水青ポリは二次側 「建築配管給水」でのPE管の普及

エスロハイパーAWは物価版にも掲載され
ています※月刊「建設物価」のWeb版です

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

＜ スムーズな施⼯を実現。「かんたんクランプ」新発売︕＞
■ 【簡単】 融着・冷却終了後に、クランプを外す必要がありません
■ 【確実】 汎⽤⼯具で⼀発クランプできます
■ 【安全】 電動⼯具などで、施⼯時にクランプを壊す心配がありません
■ EFプラグ付サドル⽤「サドルかんたんクランプ」 順次発売

クランプが同梱で
別途用意の必要なし︕

100

1番大事なのは … EF継手類の性能と使い勝手です！



⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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1番大事なのは … EF継手類の性能と使い勝手です！

EFプラグ付サドル⽤「サドルかんたんクランプ」

102

■ 給用ポリエチレン管の規格比較

1996年発売
（25年前）

1999年JISにクリープ試験

1990年頃より
市場化
（30年以上前）

2016年頃OEM化2012年10月発売
（KC建築設備用ポリエチレン管）

★

2019年
25J追加

2021年
追加

2021年
追加

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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■JIS規格化に向けて（予測）
① 2021年に制定される「汎用PE（⿊単層管）」のJIS規格の手順を踏む
② 審議開始（2021年度中︖）から約2年で制定

■ JIS外径、ISO外径ともに「規格化」される⾒込み
■ JIS外径における肉厚規定は、国際標準である内圧規定に準じる
■ パイプだけでなくEF継⼿についても同様に規定される

つまり

③ PE管の外径・⾁厚規格が統一されるわけではない
② メーカーや協会規格ではなく「JIS規格」にて公的な分類ができる

そこで

規格化に向けて「不変の項目」で採⽤を進めても心配なし

■ EFサドル付分水栓はEFプラグ付サドルに変更し「融着⼀体化」する
■ 現在ご採⽤中の1種二層管のまま、継⼿は「融着⼀体化」する

104

■給水・配水一体化に「どの給水管」を使えばいいか
★今後も1種二層管と同じ寸法（内径・外径）でいいのか?
① 今までの⾦属接⼿が使⽤できるので維持管理が容易︖

→ 今後も補修時に通常継手、特に非耐震接手を使い続けますか︖
→ 今でもSKXなどの「やりとり接手」を使った補修をしていませんか?
→ 特定メーカーの⻘ポリ（1社品）の仕様でよろしいでしょうか?（併用ならOKですが…）

※ｾｷｽｲは25年以上の歴史あるAW管以外のラインアップは検討していません

② 今までの⼀種二層管と同じコスト︖AW管と⽐べると︖︖
→ 「設計価格が同じ」でも役所積算価格を同じにできますか︖
※ 1種⼆層管の積算価格は「物価版」価格を利⽤していませんか︖
※ PWA規格品(積水製)は物価版に記載済。他社品は積算資料(定価記載)のみ。

→ SDR11ベース品と比べて⾁厚が1.2〜1.4倍︕それだけ原価が高い管です。
→ 薄いSDR11ベース品（他社様）の流通価格はPWA製品と同レベル（実績値）

★⼤⼿２社(グループ)以上のメーカー品を採⽤したい場合
給水管全体の9割ほどを占める20・25Aで融着を導⼊をしませんか︖

→ 「融着」をベースとするのでメカ継手は補修以外ほとんど使いません
→ 耐震メカ継手を通常使用する必要がある場合は各メーカー推奨品を使用します
→ 緊急時や補修時については各社・新旧・JIS外径品すべてに対応のSKXで対応ＯＫ︕
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■ 給用ポリエチレン管の規格比較

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

1996年発売
（25年前）

1999年JISにクリープ試験

1990年頃より
市場化
（30年以上前）

2016年頃OEM化

2019年
25J追加

2021年
追加

2021年
追加

2012年10月発売
（KC建築設備用ポリエチレン管）

★

106

■ 給水管PEの比較（業界全体）
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■ 給水管PEの比較（業界全体）

1996年発売
（25年前）

1999年JISにクリープ試験

1990年頃より
市場化
（30年以上前）

2016年頃OEM化

2019年
25J追加

2021年
追加

2021年
追加

2012年10月発売
（KC建築設備用ポリエチレン管）

★
108

■ 給水管PEの時系列（業界全体）

Φ20・25は薄肉品を！

27 34 42 48 60
±0.15 ±0.15 ±0.15 ±0.15 ±0.20

3.4 3.4 3.9 4.4 5.5
+0.6,-0.4 ※ +0.6,-0 +0.6,-0 +0.7,-0 +0.6,-0

※ PWA規格およびJP規格(建築用)の双方をカバー

50A

管外径

⾁厚

mm
20A 25A 30A 40A

SDR11ベース給水管の2社品寸法 許容差合算



⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

水道配水⽤ポリエチレン管の耐震設計の⼿引き
~2018年8月発刊〜耐震性能の照査

109

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

全国で発⽣する給水の
分岐部事故

本管がPE管であれば
サドルや給水管にやさしい

111

サドル・継手部の一体化
により、阪神淡路⼤震災
の「レベル2」クラスの
地盤変動があっても
全く問題がありません。

塩ビTS，⾦属継手と違い接合部がねじれ曲がっても⼤丈夫!

★柔軟な分岐部
★可とう性に優れた管材
★引張降伏強さ◎

★ボルト破損の心配なし
★本体腐⾷の心配なし

※ 鎖構造管路の本管は受口の可とう性と離脱防止、
3DkNの抜け防止⼒、強靭な本管の強度により、
耐震性を確保する。
本管は土の中を管体が「滑る」事を考慮し、耐震計算を⾏う。

レベル2時振動を超えるような「地盤変動」(地崩れや断層など)での鎖構造管路の挙動(例）

(パイプは変形しない)

■ダクタイル鋳鉄管(耐震継手)+鋳鉄サドル+給水PE管

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

112

当日説明省略



⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

113

サドル・継手部の一体化
により、阪神淡路⼤震災
の「レベル2」クラスの
地盤変動があっても
全く問題がありません。

塩ビTS，⾦属継手と違い接合部がねじれ曲がっても⼤丈夫!

★柔軟な分岐部
★可とう性に優れた管材
★引張降伏強さ◎

★ボルト破損の心配なし
★本体腐⾷の心配なし

※ 鎖構造管路の本管は受口の可とう性と離脱防止、
3DkNの抜け防止⼒、強靭な本管の強度により、
耐震性を確保する。
本管は土の中を管体が「滑る」事を考慮し、耐震計算を⾏う。

レベル2時振動を超えるような「地盤変動」(地崩れや断層など)での鎖構造管路の挙動(例）

サドルやバルブなどの凸部にストレスがかかりやすい
(パイプは変形しない)

■ダクタイル鋳鉄管(耐震継手)+鋳鉄サドル+給水PE管

サドル・継手部の一体化
により、阪神淡路⼤震災
の「レベル2」クラスの
地盤変動があっても
全く問題がありません。

塩ビTS，⾦属継手と違い接合部がねじれ曲がっても⼤丈夫!

★柔軟な分岐部
★可とう性に優れた管材
★引張降伏強さ◎

★ボルト破損の心配なし
★本体腐⾷の心配なし

※ 鎖構造管路の本管は受口の可とう性と離脱防止、
3DkNの抜け防止⼒、強靭な本管の強度により、
耐震性を確保する。
本管は土の中を管体が「滑る」事を考慮し、耐震計算を⾏う。

レベル2時振動を超えるような「地盤変動」(地崩れや断層など)での鎖構造管路の挙動(例）

(パイプは変形しない)

■配水用PE管(耐震管)+鋳鉄サドル+給水PE管

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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当日説明省略



サドル・継手部の一体化
により、阪神淡路⼤震災
の「レベル2」クラスの
地盤変動があっても
全く問題がありません。

塩ビTS，⾦属継手と違い接合部がねじれ曲がっても⼤丈夫!

★柔軟な分岐部
★可とう性に優れた管材
★引張降伏強さ◎

★ボルト破損の心配なし
★本体腐⾷の心配なし

※ ポリエチレン管路の本管はパイプの可とう性と靭性により、
しなやかに地盤変状に合わせてしなり、耐震性を確保。
本管は土の中で管体が「ほとんど滑らず」地盤に追従する。

(注) 地盤変状のレベルが⼤きな場合には滑りが発⽣します

レベル2時振動を超えるような「地盤変動」(地崩れや断層など)での鎖構造管路の挙動(例）
地盤変状地盤変状

土はパイプに追従し、ほとんど表面を滑らない

■配水用PE管(耐震管)+鋳鉄サドル+給水PE管

地盤変状の許容ひずみは6%までOK︕(レベル2地震動＝1.62%)

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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サドル・継手部の一体化
により、阪神淡路⼤震災
の「レベル2」クラスの
地盤変動があっても
全く問題がありません。

塩ビTS，⾦属継手と違い接合部がねじれ曲がっても⼤丈夫!

★柔軟な分岐部
★可とう性に優れた管材
★引張降伏強さ◎

★ボルト破損の心配なし
★本体腐⾷の心配なし

※ ポリエチレン管路の本管はパイプの可とう性と靭性により、
しなやかに地盤変状に合わせてしなり、耐震性を確保。
本管は土の中で管体が「ほとんど滑らず」地盤に追従する。

(注) 地盤変状のレベルが⼤きな場合には滑りが発⽣します

レベル2時振動を超えるような「地盤変動」(地崩れや断層など)での鎖構造管路の挙動(例）
地盤変状地盤変状

サドルやバルブなどの凸部にストレスがかかりにくい

※振動によるネジ継⼿の挙動については注意が必要

■配水用PE管(耐震管)+鋳鉄サドル+給水PE管

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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サドル・継手部の一体化
により、阪神淡路⼤震災
の「レベル2」クラスの
地盤変動があっても
全く問題がありません。

塩ビTS，⾦属継手と違い接合部がねじれ曲がっても⼤丈夫!

★柔軟な分岐部
★可とう性に優れた管材
★引張降伏強さ◎

★ボルト破損の心配なし
★本体腐⾷の心配なし

※ ポリエチレン管路の本管はパイプの可とう性と靭性により、
しなやかに地盤変状に合わせてしなり、耐震性を確保。
また、地盤変状のレベルが⼤きな場合にはPE管まわりも
滑りが発⽣しますが、融着一体化によって、滑り発⽣の
場合にもより⼤きな応⼒に対し、鞍部が安全です。

レベル2時振動を超えるような「地盤変動」(地崩れや断層など)での鎖構造管路の挙動(例）
地盤変状地盤変状

サドルやバルブなどの凸部のストレスに対しても強い

※分岐部もEF融着により一体化。耐震性に強い
※耐⾷性に優れ、⻑寿命

■配水用PE管(耐震管)+プラグ付EFサドル+給水PE管

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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★給配水⼀体化の施⼯事例★

習志野市企業局(水道・ガスともに⼯務課にて施⼯)では、東日本震災
でガス管のサドル・供給管に事故が無かった為、2011年度の震災復旧
より、配水管φ150㎜までにポリエチレン管を本採用、
同時に給水管とサドル部もポリエチレン管の融着⼀体化を採用。

(千葉県習志野市での施⾏例)

※写真の「ナイロンスリーブ」は、境汚染基準以上の汚染⼟壌でなければ不要です

NS形ダク管は被害無しも、サドルが被害︕
隣のガスPEサドルは被害無し︕

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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SEKISUI CHEMICAL Group 119

砲⾦部、鞍の普通塗装部は100年持たない

■アセットで100年更新不要とするのは危険
■60年程度で腐⾷により漏水が頻発

→公道下の補修⼯事は事業体負担となる
■地震発⽣時にはネジ部・腐⾷部で破損も

＜かなりの数量となる＞

DIP ＧＸ形は100年の寿命

PE ⻘ポリも100年以上の寿命
配水管路は布設後100年は更新不要

耐震管定義の融着で給水装置も100年耐久

■給水分岐も給水管もまるっと耐震・⻑寿命
■⿊ポリ、SUS給水管路より安心かつ経済的
■塩ビ給水管と同等の経済性・耐震・⻑寿命

■既設配水管から取り出す給水装置の耐震化について

120

①本管更新と同時に給水管も耐震化

採用後のメリット

②給水管も100年以上の⻑寿命化 (EFサドル)

③イニシャル・ランニングともにコスト縮減

採⽤後の課題
既設配水管からの給水取出し工事

⇒ 給水分岐部の耐震化が困難︕

※ 鎖構造管路の本管は受口の可とう性と離脱防止、
3DkNの抜け防止⼒、強靭な本管の強度により、
耐震性を確保する。
本管は土の中を管体が「滑る」事を考慮し、耐震計算を⾏う。

サドルやバルブなどの凸部にストレスがかかりやすい

「既設鋳鉄サドル」での
耐震性確保が難しい

(パイプは変形しない)

■ダクタイル鋳鉄管(耐震継手)+鋳鉄サドル+給水PE管

■既設配水管から取り出す給水装置の耐震化について
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■既設配水管から取り出す給水装置の耐震化について

全国で発⽣する給水の分岐部事故

本管がPE管であればサドルや給水管にやさしい

本管がダクタイル鋳鉄管だと、給水装置の負担が⼤きい

水道配水⽤ポリエチレン管の耐震設計の⼿引き
~2018年8月発刊〜

ダクタイル鋳鉄管からの取出しも「耐震化」したい︕という要望が急増するも、
対処困難
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レベル２地震動での最大の「すべり」30cmの繰り返しに耐える
給水システムを開発︕ ※ただし耐用年数は100年は持ちません

⇒ 既設のNS形,Ｋ形の実耐用年数分、新規取り出しのサドルが持てばよい。

業界団体の認証試験による評価品

※ 分岐継⼿部の加振動による評価
は別評価の対象外

※ 砲⾦部の経年腐食、電食などに
よる破損は評価の対象外

許容ひずみ以内
であることも検証

回転
抜け無し

給水管は1種二層管では× 青ポリ化が必須

■既設配水管から取り出す給水装置の耐震化について
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PWA管は許容ひずみ内

発生応力が大きい

AW20高速引張

1種二層管高速引張

■既設配水管から取り出す給水装置の耐震化について

PWA給水管(⻘ポリ)と認証サドル ⇒ 耐震性確認

3種二層管には認証サドル未対応

1種二層管では認証サドルの回転時に
管に発⽣する応⼒に対応できない可能性が⼤きい

ストローク(ひずみ %)

サドル・継手部の一体化
により、阪神淡路⼤震災
の「レベル2」クラスの
地盤変動があっても
全く問題がありません。

塩ビTS，⾦属継手と違い接合部がねじれ曲がっても⼤丈夫!

★柔軟な分岐部
★可とう性に優れた管材
★引張降伏強さ◎

★ボルト破損の心配なし
★本体腐⾷の心配なし
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⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化



⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

ガス用のEFサドルには不要の「止水機能」を付加︕
オール樹脂製で錆びない。
「止水パッキン」により、プラグが多少緩んでも、きっちりと「止水」します。

分岐部の引張や
荷重が負荷されても
⽌水性能を保つ事が
できる安心設計︕

注目︕

※1 分岐部の継手を融着一体化。漏水事故での止水用途は無くなります ※2写真はメーカー資料です 125

本管に結露水付着時も「拭き取り」
後の「融着」作業で施⼯ＯＫ︕

分岐は空管施工だけではなく
「不断水」で施工が可能︕

融着面は剥離せずパイプ部が破断

⇩

■強制剥離試験
結露 ⇨ 拭取り ⇨ サドル融着

⇩

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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★給配水⼀体化の施⼯事例★

実際の施⼯現場に於いて
施⼯業者様からの評判も

上々です。

(埼⽟県秩⽗市での施⾏例)

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化

■本管φ50〜150に対応
■給水分岐は2層管と同じ
JIS外径 φ20・25に対応

■φ50分岐をラインナップ
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サドルの比較表の挿入

ＥＦサドル付分水栓ＥＦサドル付分水栓 サドル付分水栓サドル付分水栓ＥＦサドルＥＦサドル名称名称

例例

長所長所

・融着で一体化
・耐食性に優れる
・汎用工具で
閉栓・開栓可能

・耐震、⻑寿命、安価

・融着で一体化
・耐食性に優れる
・汎用工具で
閉栓・開栓可能

・耐震、⻑寿命、安価

短所短所

・既設管への取付けに
は⼗分な清掃が必要

・融着工具必要
・完全止水は困難

・既設管への取付けに
は⼗分な清掃が必要

・融着工具必要
・完全止水は困難

・融着で一体化
・閉栓時の作業が
容易

・融着で一体化
・閉栓時の作業が
容易

・施工性が良い
（専用工具不要）
・閉栓時の作業が
容易

・施工性が良い
（専用工具不要）
・閉栓時の作業が
容易

・既設管への取付けには
⼗分な清掃が必要

・融着工具必要
・⻑期耐久性△・高価×
・耐震性(特にネジ部) △

・既設管への取付けには
⼗分な清掃が必要

・融着工具必要
・⻑期耐久性△・高価×
・耐震性(特にネジ部) △

・防食対策が必要
・⻑期耐久性△
・耐震性(特にネジ部)△
・高価×

・防食対策が必要
・⻑期耐久性△
・耐震性(特にネジ部)△
・高価×

EFプラグ付サドルEFプラグ付サドル

・融着で一体化
・耐食性に優れる
・安価
・耐震、⻑寿命

・融着で一体化
・耐食性に優れる
・安価
・耐震、⻑寿命

・既設管への取付けに
は⼗分な清掃が必要

・融着工具必要

・既設管への取付けに
は⼗分な清掃が必要

・融着工具必要

材料費 約50%

材料費 約70%
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★サドルが万一破損した場合の補修（例）

サドルの上部を切除 袋ジョイントで挟む 袋ジョイントのボルト締め

補修継手

【おすすめ】

メカ継手︓各サイズ2個程度を事業体または組合などでご用意

袋ｼﾞｮｲﾝﾄ︓各サイズ1個以上を事業体または組合などでご用意

※ 鋳鉄製サドル破損の場合は,激しく漏水しますが,サドル本体をボルトで外し、袋ｼﾞｮｲﾝﾄを使用

※ EFサドル付分水栓の場合、下記のような補修は
出来ません。本管の断水を伴う補修となります。

プラグを下ろし⽌水し、
ターミナル⾼さで切断

■ＥＦサドルの補修
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■他⼯事による⻘ポリ給水管の損傷確認
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サドルなどに影響なし
スクイズオフ工法で補修

強度の高い「⻘ポリ給水管」も他管工事でひっかけると破断してくれます。
サドル部や配水本管の⽅が損傷する心配はありません。

給水配水一体化のコスト比較（φ20分岐の例）

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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モルコは×

約60%



１００年寿命が検証された材質による
給水・配水管路の一体化

① ⽐類無き⻑寿命性が得られます︕
② 抜群の耐震性を持ちます︕
③ 経済的に有収率の⼤幅な向上へ…︕

JIS外径のため直管漏水時に２層管と同じ補修継手が利用可能です

⑬ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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Φ150までは
圧倒的にPE管が経済的

耐震管としての被災実績が検証された為
「耐震管」として使用を見合わせる理由
がなくなった

Φ150までは給水分岐も多い

サドルを含めた耐震化をしたい

Φ150まではPE管での給水配水
一体化が効率的な耐震化手法

給水部もコストアップなし

⑫ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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新水道ビジョン

⼤きなコストアップの無い給水管を含めた耐震化をはじめませんか︖

⑫ 「⻘ポリ管」による 給水・配水管の耐震化・⻑寿命化
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⑬ 「⻘ポリ管」のおすすめ
■給水工事技術指針2020にも掲載されました︕



給水耐震・
⻑寿命化実績
(融着一体化採用)
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JIS外径⻘PE給水管 本採用
テスト

1種⼆層管給水融着 本採用
テスト

3種⼆層管給水融着 本採用
テスト

EFﾌﾟﾗｸﾞ付サドル 本採用
テスト

EFサドル 本採用

52 事業体
72 事業体
26 事業体
10 事業体
2 事業体
2 事業体

65 事業体
69 事業体
6 事業体

全国・当社調べ 21年10⽉末給水管耐震化に使用される
管は「JIS外径寸法」が
圧倒的に主流となっています。

10⽉末
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低コストで⻑寿命なライフラインにより安心安全な水を配送

開発途上国での水道基礎インフラ整備にあたり
自治体のODA事業に連動した取り組み

製造時のCO2削減、ロングライフでCO2発⽣(工事・代替品製造)
要因低減などで気候関連災害削減に貢献

持続可能な開発目標（SDGs）達成にこれからも貢献していきます
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■給水耐震化工事に役⽴つ給水PEの施工講習について
⇒ メーカー講習会の受講をお勧めしています

※ 給水工事での効率的な施工方法などを習得します

積水化学工業(株) 各営業所に、お任せください︕ 無償

※ 本管について近年にPOLITECの講習を修了した方向け

⑭ 「⻘ポリ管」の施工講習会

コロナ禍の中、新技術採用の際の業者様向け施工講習や説明会の開催が非常に
困難となっています。
こうした中、ポリエチレン管講習は、今まで実施していた「座学」「実技」の内容を精査
し、まずは「座学」のみでも最低限の施工が可能となるweb講習を試⾏しております。
コロナ禍の中で実施した「伊那市講習」におきましては、給水の指定工事店様が多い
中、どれだけの方がweb講習を受講していただけるかわかりませんでしたが、結果的に
良好な結果となりました。Web環境の無い方は、事業体の用意した会議室にて、3
密を避けた状況でwebにて同時開催（プロジェクター視聴）致しました。
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■コロナ禍の講習について■

■受講者アンケートの結果 ※伊那市役所会場で参加した市職員除く
（全171名受講 業者 149社 162名 +⻑野県企業局 4名 + 伊那市役所 5名）

87%

予想より多くの⽅が
Web講習にご対応を
いただけた結果に。
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■施工業者講習会について■

新技術の導入について説明無しに導入すると業者の皆様が混乱します。
「なぜ」導入が必要かについても講習会で解説。
→ 施工になれは必要だが事業体様の導入に協⼒していただけます。

ご清聴ありがとうございました
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※特設ページからのアンケートにもご協⼒くださいも記入可能です

積水化学のキャラバン・施工講習会
をご用命ください


